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【
質
問
】
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
災

害
発
生
時
の
住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ

を
ベ
ー
ス
に
被
災
者
台
帳
を
作
り
、
被

災
状
況
を
入
力
す
る
事
で
罹
災
証
明
書

の
発
行
か
ら
支
援
金
・
義
援
金
の
交
付
、

救
援
物
資
の
管
理
、
仮
設
住
宅
の
入
退

去
な
ど
一
元
的
な
管
理
が
可
能
。
例
え

ば
被
災
者
が
義
援
金
等
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
罹
災
証
明
書
の
発
行
は
、

今
の
仕
組
み
で
は
手
間
が
か
か
り
被
災

者
を
長
時
間
待
た
せ
る
等
負
担
が
大
き

い
が
同
シ
ス
テ
ム
で
は
確
認
、
照
合
の
手

間
が
省
け
行
政
も
住
民
も
助
か
る
。
職

員
が
担
え
ば
コ
ス
ト
は
ゼ
ロ
。
市
と
し
て

同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
へ
の
考
え
は
。

【
答
弁
】
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
検
討
。

◇
自
主
防
災
教
育
と
小
中
学
校
の
防

災
教
育
の
実
践
的
訓
練
に
つ
い
て

【
質
問
】
年
に
一
回
全
村
あ
げ
て
一
斉
に

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
所
が
あ
る

が
、
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
る
。
当

市
で
は
未
実
施
の
地
域
も
少
な
く
な
い

の
で
、
市
内
一
斉
に
や
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
自
主
防
災
訓
練
の
様
子
を
市
報
や

ｉ
ネ
ッ
ト
で
広
報
し
啓
発
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

岩
手
県
釜
石
市
で
は
実
践
的
な
防
災
教

育
に
よ
っ
て
小
中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
無

事
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
き
た

の
は
知
識
で
は
な
く
、
自
分
で
命
を
守
る

姿
勢
を
与
え
る
教
育
だ
と
い
う
。
子
ど
も

を
通
し
て
家
庭
の
防
災
意
識
向
上
に
も
つ

な
げ
て
い
る
事
例
に
学
び
た
い
と
考
え
る

が
、
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

【
答
弁
】
自
主
防
災
訓
練
の
一
斉
実
施
は

難
し
い
が
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
。
園

長
会
、
校
長
会
で
各
園
・
学
校
の
防
災

計
画
を
見
返
す
指
示
を
出
し
、
避
難
場

所
の
点
検
や
学
校
と
保
護
者
間
の
連
絡

方
法
等
を
確
認
。
防
災
教
育
に
つ
い
て

は
、
命
や
助
け
合
い
等
の
問
題
に
つ
い
て

発
達
段
階
に
そ
っ
て
進
め
る
。

 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

　
　
　   

災
害
時
の
業
務
円
滑
化
を

小林初子議員

 
大
規
模
災
害
へ
の

　
　
　  

備
え
に
つ
い
て

渋川芳三議員

◇
審
議
会
等
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

【
質
問
】
審
議
会
等
を
開
催
し
た
時
は
、

配
布
資
料
と
議
事
録
を
原
則
と
し
て
公

開
し
て
ほ
し
い
。

【
答
弁
】
配
布
資
料
等
を
委
員
名
簿
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
す
る
。

【
質
問
】（
仮
称
）
飯
山
ぷ
ら
ざ
建
設
に

関
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
行
わ

な
い
の
か
。

【
答
弁
】
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
。

【
質
問
】（
仮
称
）
飯
山
ぷ
ら
ざ
は
、
飯

山
の
街
の
中
に
建
設
す
る
こ
と
で
了
解

が
得
ら
れ
た
の
か
。

【
答
弁
】
了
解
が
得
ら
れ
て
い
る
。

【
質
問
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
市
長
の

部
屋
」
の
１
か
月
ご
と
の
更
新
と
市
長

等
の
日
々
の
日
程
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

【
答
弁
】「
市
長
の
部
屋
」
は
１
か
月
に

１
回
は
更
新
す
る
。
市
長
の
日
程
も
、

原
則
公
開
し
た
い
。　

◇
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
地
域
防
災
計
画
を
見

直
す
考
え
は
あ
る
か
。

【
答
弁
】
全
体
的
に
点
検
と
検
証
を
行

い
、
必
要
な
部
分
は
見
直
す
。
原
発
は

広
域
災
害
。
国
・
県
が
把
握
し
た
情
報

を
流
す
よ
う
求
め
て
い
く
。

【
質
問
】
戸
狩
の
民
宿
や
斑
尾
に
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
宿
泊
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
お
客
様
に
対
す
る

対
応
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
今
後
、
関
係
団
体
と
連
絡
を

取
り
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

◇
地
域
戦
略
会
議
へ
の
対
応
つ
い
て

【
質
問
】
地
域
戦
略
会
議
へ
の
対
応
方

針
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
て

の
広
域
観
光
の
推
進
を
進
め
た
い
。

 

震
災
後
の
財
政
見
通
し
、

  

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は

佐藤正夫議員

 

拡
充
さ
れ
た
平
和
学
習

　   

派
遣
事
業
に
つ
い
て

竹井政志議員

【
質
問
】
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大

切
さ
を
戦
争
の
知
ら
な
い
世
代
に
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
こ
の
事

業
は
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
る
。
今

回
の
日
程
の
中
で
、
戦
艦
大
和
を
メ
イ

ン
に
し
た
「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
海

上
自
衛
隊
潜
水
艦
・「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」

見
学
と
あ
る
。
ど
う
い
う
ね
ら
い
で
見

学
地
を
選
定
し
た
の
か
。

【
答
弁
】
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
把
握

し
て
い
な
い
が
「
平
和
」
を
学
ぶ
視
点

で
考
え
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

◇
保
健
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
質
問
】
昨
年
の
夏
は
、
長
野
県
で
も

観
測
史
上
最
高
の
記
録
を
示
し
、
熱
中

症
に
よ
る
事
故
等
の
事
例
も
あ
っ
た
。

飯
山
市
で
も
十
数
名
い
た
。「
体
調
の
悪

い
子
ど
も
た
ち
を
休
ま
せ
る
環
境
と
し

て
適
当
で
な
い
。」
と
い
う
声
も
あ
る
。

今
後
、
未
整
備
の
小
中
学
校
へ
の
設
置

計
画
は
。

【
答
弁
】
本
年
度
は
秋
津
小
学
校
図
書

館
に
、
24
年
度
は
戸
狩
小
学
校
、
25
年

度
は
飯
山
小
学
校
に
。
で
き
る
だ
け
早

く
保
健
室
の
エ
ア
コ
ン
化
を
す
す
め
た

い
。　
　
　
　
　
　

◇
新
規
事
業
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
に
つ
い
て　
　

【
質
問
】
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
事
業
は
、
長
引
く
不
況
で
苦
し
む
中

小
零
細
業
者
の
仕
事
を
増
や
し
、
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
居
住

環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
多

く
の
市
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

事
業
を
単
年
度
と
せ
ず
長
期
的
計
画
を

も
っ
て
実
施
し
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
緊
急
対
策
事
業
な
の
で
、
今

後
の
経
済
状
況
を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

広島平和記念式典

柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
の
距
離

飯山まちづくりデザイン会議

飯山市総合防災訓練

【
質
問
】
今
回
の
大
震
災
の
復
興
に
は
莫

大
な
費
用
が
掛
か
る
。
国
か
ら
の
交
付

金
や
助
成
金
、
過
疎
債
等
が
減
額
さ
れ

れ
ば
、
市
財
政
へ
影
響
が
出
る
が
、
そ

の
見
通
し
は
。

【
答
弁
】
国
は
社
会
資
本
交
付
金
の
５
％

の
執
行
を
留
保
、
新
幹
線
関
係
以
外
は

要
望
と
内
示
額
に
開
き
が
あ
り
、
市
財

政
に
一
定
の
影
響
が
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
。
現
に
相
当
額
減
額
さ
れ
た
事
例
も

あ
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
状
況
に

応
じ
た
適
切
な
財
政
運
営
を
し
て
行
き

た
い
。

【
質
問
】
現
在
、
飯
山
市
防
災
計
画
に
、

原
発
、
放
射
能
に
関
す
る
こ
と
は
入
っ

て
い
な
い
。
柏
崎
か
ら
50
㌔
圏
内
に
入

る
当
市
と
し
て
は
、
防
災
計
画
に
情
報

伝
達
や
避
難
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

【
答
弁
】
放
射
能
対
策
は
一
自
治
体
で
の

対
応
は
限
ら
れ
て
い
る
。
県
で
作
成
す

る
の
が
一
番
だ
が
、
県
で
も
初
の
こ
と
で

計
画
に
時
間
が
か
か
る
。
震
災
は
明
日

に
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
市
と

し
て
も
早
急
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
回
の
原
発
事
故
を
参

考
と
し
、
ま
た
、
原
発
立
地
市
町
村
の

計
画
を
例
に
し
て
、
ど
う
対
処
す
れ
ば

良
い
か
検
討
し
て
行
く
。

【
質
問
】
防
災
無
線
は
戸
外
で
は
聞
こ

え
な
い
。
震
災
・
洪
水
に
備
え
て
地
区

全
体
に
聞
こ
え
る
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置
を
。

【
答
弁
】
将
来
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
そ
の
際
検
討
す

る
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
多
額
な
費

用
が
必
要
な
の
で
過
疎
債
に
盛
り
込
め

な
い
か
検
討
す
る
。

【
質
問
】
七
ヶ
巻
、
朝
上
地
籍
国
道
沿

い
へ
の
最
終
処
分
場
建
設
は
大
規
模
か

つ
通
年
搬
入
な
の
で
、
不
衛
生
に
な
ら

な
い
か
、
当
地
方
の
観
光
に
悪
影
響
が

な
い
か
心
配
し
て
い
る
。

【
答
弁
】
岳
北
組
合
処
分
場
の
十
倍
の
規

模
の
大
き
さ
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
議
員

の
指
摘
と
同
様
に
心
配
・
注
視
し
て
い
る
。


